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令
和
元
年
度
の
定
時
総
会
が
、
五
月

三
十
日（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

磯
事
務
員
が
総

合
司
会
を
務
め
、

始
め
に
山
本
真
也

理
事
長
よ
り
「
平

成
三
十
年
度
は
、

緩
や
か
な
景
気
回
復
が
続
い
て
い
る
中

に
あ
っ
て
、
当
地
域
に
つ
い
て
も
弱
い

な
が
ら
も
景
気
は
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事

業
高
及
び
会
員
の
入
会
に
つ
い
て
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
会
員
増
加
に
向
け
、
会
員
及
び
役

職
員
に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
啓
発
活
動
、
新

聞
・
ラ
ジ
オ
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
た
広
報
宣
伝
や
、
出
張
入
会
説
明

会
に
取
り
組
み
、
ま
た
派
遣
事
業
に
つ

い
て
は
、
目
標
を
上
回
り
実
績
を
伸
ば

し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
会
員
の
確
保
、
就
業
拡
大
に
力

を
入
れ
、
高
齢
者
が
保
有
す
る
能
力
を

活
か
し
た
就
業
を
通
じ
、
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
」
と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
振
興
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
二
十

五
名
の
正
会
員
表
彰（
会
員
歴
十
年
以

上
）、一
名
の
職
員
表
彰
が
行
わ
れ
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
清
水
貞
子
さ
ん
が
謝

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓

の
工
藤
壽
樹
函
館

市
長（
代
理
、鹿
礒

経
済
部
次
長
）、

成
田
昌
子
函
館
公

共
職
業
安
定
所
長

（
代
理
、渡
部
茂
明

職
業
相
談
部
長
）

の
お
二
人
か
ら
、

受
賞
者
へ
の
お
祝

い
と「
生
涯
現
役
で
活
躍
さ
れ
、
生
き

が
い
を
持
つ
こ
と
で
地
域
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

業
発
展
に
期
待
し
ま
す
」と
、
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
様
よ

り
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
正
会
員
の
浅
井
伸
樹
さ
ん

が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
続
い
て
大
坂
事

務
局
長
か
ら
正
会

員
八
百
三
十
二
名

中
、
本
日
の
出
席

会
員
百
七
十
四

名
、
委
任
状
提
出

者
六
百
十
九
名
、

計
七
百
九
十
三
名

と
報
告
さ
れ
、
総

会
は
成
立
し
ま
し

た
。

　

議
事
録
署
名
人
に
、
議
長
の
他
、
山

本
理
事
長
、
阿
部
副
理
事
長
、
栄
田
理

事
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
事
務
局
か
ら
次
の
議
事
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、

▼
報
告
事
項

　

平
成
三
十
年
度　

収
支
補
正
予
算

▼
第
一
号
議
案

　

平
成
三
十
年
度　

事
業
報
告

▼
第
二
号
議
案

　

平
成
三
十
年
度　

決
算
報
告

▼
監
査
報
告

　

大
宮
豊
彦
監
事

か
ら
監
査
報
告
が

あ
っ
た
後
、
報
告

事
項
、
第
一
、
第

二
号
議
案
及
び
監

査
報
告
は
異
議
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
事
務
局
よ
り
、

▼
報
告
事
項

　

平
成
三
十
一
年
度　

事
業
計
画

▼
報
告
事
項

　

平
成
三
十
一
年
度　

収
支
予
算

　

以
上
、
二
件
が
報
告
さ
れ
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
第
三
号
議
案　

役
員
の
選
任

　

役
員
の
選
任
は
「
理
事
・
監
事
選
任

選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
同
委
員
会
の

案
を
基
に
正
式
決
定
し
た
」
と
の
説
明

が
あ
り
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
事
務
局
長
よ
り
新
役
員
の
紹
介

が
あ
り
、
ま
た
退
任
す
る
五
十
嵐
陽
子

常
務
理
事
、
相
田
紘
司
理
事
、
遠
藤
充

雄
理
事
、
山
本
勝
太
郎
理
事
、
吉
田
那

美
恵
理
事
か
ら
、挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
定
時
総
会
は
、
浅
井
議

長
の
的
確
な
議
事
運
営
に
よ
り
、報
告
、

議
案
が
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
無
事
閉
会

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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献
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定
時
総
会

令
和
元
年
度

山本理事長

監査報告：大宮監事

鹿礒経済部次長渡部職業相談部長

議長：浅井会員大坂事務局長
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献

　

受
賞
者
一
同

を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
一
言

謝
辞
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

こ
の
た
び
の

受
賞
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
誠

に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
は
、
十
年
に
わ
た
り
多

く
の
会
員
を
は
じ
め
役
職
員
皆
様
方

の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
こ
の
表
彰
の
栄
誉
に
恥

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の

精
神
の
も
と
、
決
意
を
新
た
に
努
力

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
函
館
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
お
礼
の
こ

と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

　
　
　
　

受
賞
者
代
表

�

清　

水　

貞　

子

謝
　
辞

　

長
年
に
わ
た
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
振
興
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
正
会
員

二
十
五
名
、
職
員
一
名

に
対
し
て
、
感
謝
の
意

を
表
し
山
本
理
事
長
よ

り
表
彰
状
及
び
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
に
壇
上
で

お
渡
し
す
べ
き
と
こ
ろ

で
す
が
、
時
間
の
都
合

上
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
正
会
員
の
清
水
貞

子
さ
ん
が
壇
上
で
受
賞

さ
れ
、
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

年
齢
を
重
ね
て
、
な

お
ま
す
ま
す
お
元
気
で

真
摯
に
就
業
に
取
り
組

む
姿
に
、
事
務
局
職
員

一
同
頭
が
さ
が
る
思
い

で
す
。

　

今
後
と
も
、健
康
に
充
分
留
意
さ
れ
、

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

正
会
員
表
彰
（
入
会
順
二
十
五
名
）

石　

橋　
　
　

清
さ
ん（
家
庭
内
清
掃
）

橘　
　
　

玲　

子
さ
ん（
屋
内
清
掃
）

石　

川　
　
　

昭
さ
ん（
大
工
作
業
）

小　

林　

光　

良
さ
ん（
板　
　
　

金
）

中　

田　

雅　

子
さ
ん（
屋
内
清
掃
）

寺　

尾　

昭　

平
さ
ん（
学
校
管
理
）

清　

水　

貞　

子
さ
ん（
家
事
手
伝
い
）

福　

田　
　
　

稔
さ
ん（
大　
　
　

工
）

森　

谷　

修　

平
さ
ん（
屋
外
清
掃
）

高　

瀬　

孝　

義
さ
ん（
屋
外
雑
役
）

川　

松　

睦　

子
さ
ん（
家
事
手
伝
い
）

髙　

島　

和　

子
さ
ん（
屋
内
清
掃
）

杉　

本　
　
　

正
さ
ん（
除　
　
　

雪
）

中　

島　

和　

恵
さ
ん（
屋
内
清
掃
）

力　

石　

虎
次
郎
さ
ん（
公
園
管
理
）

桂　

田　

忠　

雄
さ
ん（
学
校
管
理
）

山　

本　

勝
太
郎
さ
ん（
そ
の
他
の
管
理
）

大　

森　

哲　

悟
さ
ん（
学
校
管
理
）

田　

仲　

良　

子
さ
ん（
除　
　
　

草
）

杉　

村　

ま
り
子
さ
ん（
屋
外
施
設
管
理
）

髙　

瀬　
　
　

侃
さ
ん（
学
校
管
理
）

本　

間　

美
智
子
さ
ん（
除　
　
　

草
）

若　

生　

三
基
男
さ
ん（
屋
外
雑
役
）

佐　

藤　

紀　

子
さ
ん（
屋
内
清
掃
）

小　

林　

直　

美
さ
ん（
公
園
管
理
）

職
員
表
彰
（
職
員
一
名
）

中　

村　

佳
代
子
さ
ん

受
賞
者
の
皆
様

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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新
役
員
の
紹
介

　

五
月
三
十
日
の
定
時
総
会
に
お
い
て

新
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

二
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退
任
理
事
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
々
は
、
五
月
三
十
日
を
も
っ

て
役
員
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

長
い
間
シ
ル
バ
ー
事
業
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

・
相　

田　

紘　

司
さ
ん

　

・
遠　

藤　

充　

雄
さ
ん

　

・
山　

本　

勝
太
郎
さ
ん

　

・
吉　

田　

那
美
恵
さ
ん

　

・
下　

浦　

新
一
郎
さ
ん

　

・
五
十
嵐　

陽　

子
さ
ん

　

今
後
と
も
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
と
し

て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理　
　

事（
新
任
）

�

平
　
原
　
宜
　
幸

理　
　

事（
新
任
）

�

鈴
　
木
　
健
　
一

監　
　

事

�

大
　
宮
　
豊
　
彦

理　
　

事（
新
任
）

�

歌
　
丸
　
順
　
子

理　
　

事（
新
任
）

�

石
　
川
　
了
　
一

監　
　

事

�
山
　
田
　
け
い
子

理　
　

事（
新
任
）

�

野
　
田
　
克
　
治

理　
　

事

�

吉
　
澤
　
　
　
洋

理　
　

事

�

田
　
中
　
晶
　
五

理　
　

事

�

山
　
田
　
美
千
惠

理　
　

事

�

竹
　
内
　
鉄
　
平

理　
　

事

�

坂
　
　
下
　
　
稔

理　
　

事

�

栄
　
田
　
武
　
志

理　
　

事

�

小
野
寺
　
敏
　
子

常
務
理
事（
就
任
）

�

大
　
坂
　
晴
　
義

副
理
事
長

�

阿
　
部
　
光
　
輝

理
事
長

�
山
　
本
　
真
　
也

★
報
告
事
項

⑴�

平
成
三
十
一
年
度　

会
員
継
続
調
査

結
果
に
つ
い
て

★
協
議
事
項　

⑴�

公
益
社
団
法
人
函
館
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
職
員
給
与
規
程
の
一
部

改
正（
案
）に
つ
い
て

　

以
上
、
報
告
事
項
、
協
議
事
項
を
審

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
報
告
事
項

●�

二
月
二
十
七
日
現
在
、
調
査
対
象
正

会
員
九
百
六
名
中
、
継
続
正
会
員
数

七
百
六
十
七
名
、
未
提
出
者
十
九
名
、

退
会
正
会
員
数
百
二
十
名
の
予
定
で

あ
る
。
三
月
末
ま
で
に
は
ま
だ
時
間

が
あ
る
の
で
、
退
会
希
望
の
会
員
に

声
を
か
け
、
会
員
と
し
て
残
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
話
し
た
い
。

◎
協
議
事
項

●�
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正
は
、
人

事
院
勧
告
に
伴
い
、
職
員
の
基
本
給

等
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
市
職
員
の
月
例
給
等
の
改
正
額
等

を
参
考
に
引
き
上
げ
額
を
決
定
し
、

新
年
度
か
ら
適
用
し
た
い
。

★
報
告
事
項

⑴�

平
成
三
十
年
度　

事
業
実
績
報
告

（
二
月
末
現
在
）に
つ
い
て

⑵�

平
成
三
十
一
年
度　

長
期
就
業
会
員

に
つ
い
て

⑶�

平
成
三
十
一
年
度　

会
員
継
続
調
査

結
果
に
つ
い
て

⑷�

平
成
三
十
一
年
度　

事
務
局
体
制
に

つ
い
て

⑸
役
員
賠
償
責
任
保
険
加
入
に
つ
い
て

⑹
新
聞
広
告
等
に
つ
い
て

★
協
議
事
項　

⑴�

平
成
三
十
年
度　

補
正
予
算（
案
）

に
つ
い
て

⑵�

平
成
三
十
一
年
度　

収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

⑶
第
二
次
基
本
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑷�

平
成
三
十
一
年
度　

正
会
員
及
び
職

員
表
彰
受
賞
候
補
者（
案
）に
つ
い
て

⑸�

公
益
社
団
法
人
函
館
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
職
員
就
業
規
則

（
案
）に
つ
い
て

⑹
そ
の
他

　

以
上
、
報
告
事
項
、
協
議
事
項
を
審

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
報
告
事
項

「
第
八
回
理
事
会
」報
告

 

二
月
二
十
八
日
　
開
催

「
第
九
回
理
事
会
」報
告

 

三
月
二
十
九
日
　
開
催



「
第
一
回
理
事
会
」報
告

 
四
月
二
十
五
日
　
開
催

「
第
二
回
理
事
会
」報
告

 
五
月
三
十
日
　
開
催

「
第
三
回
理
事
会
」報
告

 

五
月
三
十
日
　
開
催
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●�

請
負
は
、
除
雪
作
業
の
事
業
高
が
減

少
し
た
。
ま
た
、
派
遣
事
業
は
就
業

会
員
の
不
足
か
ら
、
契
約
に
対
応
で

き
な
か
っ
た
仕
事
も
あ
り
十
月
に
賃

金
改
定
は
し
た
も
の
の
当
初
予
定
よ

り
事
業
高
が
届
か
な
か
っ
た
。

●�

長
期
就
業
で
は
、
サ
ン
・
リ
フ
レ
函

館
等
の
清
掃
業
務
、
派
遣
の
ケ
ン
ゆ

の
か
わ
に
つ
い
て
は
就
業
希
望
者
が

い
な
か
っ
た
た
め
、
四
月
以
降
入
会

の
会
員
で
対
応
し
た
い
。

●�

会
員
継
続
調
査
の
結
果
、
継
続
会
員

は
八
百
二
名
と
な
っ
た
。

●�

五
十
嵐
陽
子
事
務
局
長
が
三
月
三
十

一
日
で
退
職
す
る
こ
と
に
伴
い
、
事

務
分
担
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年

度
と
同
様
に
し
、
年
度
途
中
に
事
務

分
担
を
見
直
す
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

四
月
一
日
付
で
後
任
と
し
て
事
務
局

長
に
大
坂
晴
義
氏
が
就
任
す
る
。

●�

平
成
二
十
四
年
に
公
益
社
団
法
人
へ

移
行
し
て
か
ら
役
員
賠
償
責
任
保
険

に
加
入
し
て
お
り
、
平
成
三
十
一
年

度
も
継
続
加
入
し
た
い
。

●�

平
成
三
十
年
度
末
の
広
報
活
動
で
出

張
入
会
登
録
説
明
会
等
を
新
聞
広
告

掲
載
及
び
新
聞
折
り
込
み
を
し
た
結

果
、
十
二
名
が
当
日
入
会
登
録
の
手

続
き
を
行
っ
た
。

◎
協
議
事
項

●�

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
当
初
見
込

ん
で
い
た
事
業
高
に
届
か
な
い
こ
と

か
ら
、
補
正
を
行
っ
た
。

●�

予
算
案
は
事
業
計
画
に
基
づ
き
編
成

し
た
。

●�

第
二
次
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
総

務
・
事
業
部
会
に
お
い
て
協
議
し
、

修
正
後
、
計
画
案
と
し
た
。

●�

表
彰
受
賞
候
補
者
は
、
会
員
二
十
五

名
、
職
員
一
名
で
、
総
会
の
席
上
で

表
彰
す
る
。

●�

就
業
規
則
は
、
労
働
基
準
法
改
正
に

伴
い
雇
用
環
境
の
整
備
等
が
必
要
と

な
り
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

●�

事
務
局
の
営
業
時
間
を
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
と
す
る
。

★
報
告
事
項

⑴�

正
特
会
員
及
び
賛
助
会
員
の
入
会
に

つ
い
て（
平
成
三
十
一
年
一
月
～
三

月
）

⑵�

事
業
運
営
状
況
報
告
に
つ
い
て（
平

成
三
十
一
年
一
月
～
三
月
）

　

①
会
務
報
告

　

②
事
業
実
施
状
況
報
告

⑶�

正
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
自
己

職
務
執
行
状
況
報
告
に
つ
い
て

★
協
議
事
項

⑴�

平
成
三
十
年
度　

事
業
報
告（
案
）

に
つ
い
て

⑵�

平
成
三
十
年
度　

収
支
決
算（
案
）

に
つ
い
て

⑶
監
査
報
告
に
つ
い
て

⑷�

理
事
・
監
事
選
任
選
考
委
員
会
に
つ

い
て

　

以
上
、
報
告
事
項
、
協
議
事
項
を
審

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
報
告
事
項

●�

三
月
三
十
一
日
現
在
で
は
正
特
会
員

九
百
七
名
、
賛
助
会
員
五
十
八
団
体

と
な
っ
て
い
る
。

●�

請
負
事
業
は
前
年
度
比
九
十
五
．

四
％
の
二
億
八
千
四
十
一
万
円
、
派

遣
事
業
は
前
年
度
比
百
四
．
五
％
の

二
千
七
百
六
十
二
万
円
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
全
体
の
事
業
実
績
は
前

年
度
比
九
十
六
．
一
％
の
三
億
八
百

三
万
円
と
な
っ
た
。

◎
協
議
事
項

●�

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
に
つ
い
て
、
監
査
の
結
果
、
適
正

で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

●�

役
員
改
選
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
理

事
・
監
事
選
任
選
考
委
員
会
の
設
置

及
び
委
員
候
補
者
の
承
認
を
得
た
。

★
協
議
事
項

⑴
役
員
候
補
者
に
つ
い
て

　

以
上
、
協
議
事
項
を
審
議
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

●�

候
補
者
に
つ
い
て
は
、
理
事
・
監
事

選
任
選
考
委
員
会
の
長
嶋
正
一
委
員

長
か
ら
、
選
考
経
過
な
ど
を
含
め
報

告
さ
れ
た
。
な
お
、
承
認
さ
れ
た
候

補
者
は
、
定
時
総
会
の
第
三
号
議
案

に
提
案
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

★
協
議
事
項

⑴
理
事
長
の
互
選
に
つ
い
て

⑵
副
理
事
長
の
互
選
に
つ
い
て

⑶
常
務
理
事
の
互
選
に
つ
い
て

⑷�

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
変
更
に
伴
う
登
記
事

項（
案
）に
つ
い
て

　

以
上
、
協
議
事
項
を
審
議
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

●�

理
事
長
、
副
理
事
長
に
は
前
任
の
山

本
真
也
理
事
長
、
阿
部
光
輝
副
理
事

長
を
、
常
務
理
事
に
は
大
坂
晴
義
理

事
で
承
認
を
得
た
。

●�

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機

能
強
化
の
た
め
変
更
し
法
務
局
に
登

記
し
た
い
。

　

＊
表
紙
参
照
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平
成
三
十
年
度 

第
四
回
委
員
会
報
告

　

三
月
八
日（
金
）に
開
催
し
、
報
告
事

項
二
件
と
協
議
事
項
二
件
を
審
議
し
、

委
員
会
終
了
後
に
自
動
車
運
転
就
業
会

員（
四
名
出
席
）と
の
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

◎
平
成
三
十
年
度
事
故
発
生
状
況

　

三
月
七
日
現
在
で
、
傷
害
事
故
は
一

ケ
月
以
上
の
入
院
を
伴
う
重
大
事
故
二

件
を
含
む
七
件（
昨
年
度
五
件
）、
賠
償

事
故
七
件（
昨
年
度
七
件
）、
そ
の
他
の

事
故
八
件（
昨
年
度
五
件
）が
発
生
し
、

合
計
で
は
昨
年
度
よ
り
五
件
多
い
二
十

二
件
で
、
こ
こ
五
年
間
で
は
最
も
多
い

件
数
と
な
り
ま
し
た
。

◎�

平
成
三
十
年
度
安
全
・
適
正
就
業�

推
進
実
施
報
告

①�

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
を
四
回
予

定
通
り
開
催
し
ま
し
た
。

②�

安
全
標
語
を
募
集
し
、
応
募
九
十
二

作
品
の
中
か
ら
審
査
し
、
最
優
秀
賞

一
点
、
優
秀
賞
四
点
を
安
全
就
業
推

進
大
会
で
表
彰
し
ま
し
た
。

③�

平
成
三
十
年
八
月
十
七
日（
金
）、
安

全
就
業
推
進
大
会
を
函
館
市
芸
術

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

百
二
十
六
名（
昨
年
度
百
十
五
名
）。

④�

安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
市
内
六

ケ
所
に
お
い
て
抜
き
打
ち
で
実
施
し
、

就
業
実
態
の
把
握
と
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
り
ま
し
た
。

⑤�

安
全
講
習
会
・
技
能
研
修
会
を
六
講

座
開
催
し
ま
し
た
。

⑥�

機
械
除
草
班
及
び
自
動
車
運
転
就
業

会
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
事
故

防
止
の
意
識
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

⑦�

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
だ
よ
り

（
十
三
号
、十
四
号
）を
発
行
し
ま
し
た
。

◎�
平
成
三
十
一
年
度

�

安
全
・
適
正
就
業
推
進
計
画

①
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催

②
安
全
就
業
推
進
大
会
の
開
催

③
安
全
標
語
の
募
集

④
安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

⑤�

職
種
別
就
業
会
員
と
の
懇
談
会
の
開

催
⑥�

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
だ
よ
り
の

発
行（
年
二
回
夏
・
冬
）

⑦�

新
入
会
員
登
録
説
明
会
に
お
け
る
安

全
就
業
の
徹
底（
毎
月
一
回
実
施
）

⑧�

各
種
研
修
会
等
に
お
け
る
安
全
指
導

の
実
施（
随
時
）

⑨
事
故
届
出
の
徹
底

◎�

機
械
除
草
作
業
の
安
全
基
準
の
見
直

し
に
つ
い
て

　

現
行
の
「
函
館
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
機
械
除
草
作
業
事
故
防
止
基

準
」
の
改
正
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

◎
自
動
車
運
転
就
業
会
員
と
の
懇
談
会

　

平
成
三
十
年
度
の
自
動
車
運
転
業
務

就
業
者
に
よ
る
事
故
四
件（
バ
ッ
ク
時

の
接
触
事
故
二
件
、
右
折
時
と
左
折
時

の
接
触
事
故
各
一
件
）に
つ
い
て
、
そ

の
事
故
発
生
状
況
と
事
故
原
因
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
思
い
込
み
運
転
に
よ
る

事
故
が
多
い
事
か
ら
、
も
っ
と
安
全
確

認
を
徹
底
し
な
が
ら
運
転
す
べ
き
で
あ

る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
度 

第
一
回
委
員
会
報
告

　

四
月
十
九
日（
金
）に
開
催
し
、
報
告

事
項
二
件
と
協
議
事
項
二
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

◎
平
成
三
十
一
年
度
事
故
発
生
状
況

　

四
月
十
八
日
現
在
で
事
故
発
生
件
数

は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

◎�

機
械
除
草
作
業
事
故
防
止
基
準
に
つ

い
て

　

改
正
さ
れ
た
「
函
館
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
機
械
除
草
作
業
事
故
防
止

基
準
」
の
報
告
が
あ
っ
た
。

◎
令
和
元
年
度
安
全
標
語
の
募
集

　

一
作
品
あ
た
り
二
十
五
文
字
以
内
で

募
集
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

◎
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
だ
よ
り

　

第
十
五
号（
六
月
中
旬
発
行
予
定
）の

掲
載
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

令和元年度 安全就業推進大会 開催のお知らせ
日時：令和元年７月１９日(金) 午後１時３０分から　場所：函館市芸術ホール

令和元年度 安全標語 入選作品 令和元年６月７日（金）に開催した第２回安全・適正就業委
員会にて48名112作品の中から、下記の通り選ばれました。

○最優秀賞「安全は　確かめ合って　事故はなし」 畑澤　國弘 会員
○優 秀 賞「一人より　みんなで声かけ　安全確認」 橋本　勝夫 会員
　　　　　「これくらい手抜き妥協は事故をよぶ」 古伯　幸夫 会員
　　　　　「ベテランと思う心が事故を呼ぶ」 髙橋　喜幸 会員
　　　　　「自信と過信は紙一重、意識を込めて再確認」 髙橋　厚子 会員
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会
員
厚
生
部
会
コ
ー
ナ
ー

　

平
成
が
終
わ
り
、
令
和
と
元
号
が
変

わ
り
ま
し
た
。

　

会
員
厚
生
部
会
も
令
和
元
年
度
は
幹

事
の
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
期
と
な
り
、

部
会
長
一
名
を
は
じ
め
、
副
部
会
長
三

名
と
幹
事
若
干
名
を
加
え
、
新
た
な
体

制
と
な
り
ま
す
。

　

六
月
二
十
四
日（
月
）に
第
一
回
目
の
幹

事
会
を
開
催
す
る
予
定
で
、
今
年
度
の

活
動
を
決
定
す
る
と
共
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
事
業
で
あ
る
旅
行
会
等
の
行
事

に
つ
い
て
協
議
を
す
る
予
定
で
す
。

　

会
員
の
福
利
厚
生
増
進
と
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
た
め
に
、
会
員
の
皆
さ
ん

に
少
し
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
企
画
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
会
員
減
少

傾
向
に
伴
い
各
種
行
事
へ
の
参
加
者
も

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

美
味
し
い
食
べ
物
、
思
い
出
に
残
る
観

光
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
、
会
員
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
や
す
い
会
費
に
な
る
よ
う

に
、
毎
年
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
本
年
度
も
同
様
に
検
討
を
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
例
年
実
施
し
て
お
り

ま
す
旅
行
会
、
会
員
の
集
い
、
新
年
懇

親
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
内
容
を
見
直

す
な
ど
、
新
時
代
の
楽
し
み
方
を
会
員

厚
生
部
会
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

旅
行
会
な
ど
の
詳
細
が
決
ま
り
次
第

地
域
班
を
通
し
て
皆
さ
ん
に
配
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
今
し
ば
ら
く

お
待
ち
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
色
々
な
ア

イ
デ
ィ
ア
で
、
多
く
の
方
の
賛
同
を
得

る
よ
う
な
楽
し
い
企
画
を
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
今
後

と
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
行
事
へ
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

五
月
三
十
日
開
催
の
定
時
総
会
で
、

五
十
嵐
陽
子
常
務
理
事
の
後
任
と
し
て
、

大
坂
晴
義
氏
が
理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
、

引
き
続
き
開
催
の
理
事
会
で
常
務
理
事

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
常
務
理
事
の
も
と
職
員
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
就
任
挨
拶

�

大
　
坂
　
晴
　
義

　

こ
の
度
、
四

月
一
日
付
け
で

函
館
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
務
局

長
に
就
任
し
、

五
月
三
十
日
の
定
時
総
会
に
お
い
て
常

務
理
事
と
し
て
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

責
任
の
重
大
性
に
か
ん
が
み
大
変
緊

張
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
も

と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
で
は
あ
り
ま
す

が
、
誠
心
誠
意
、
最
善
を
尽
く
す
所
存

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
様
方
に
は
、
平
素
か

ら
何
か
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
つ
い
て
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
益
々
重

要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
よ
り
一
層
地

域
に
根
ざ
し
た
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー

と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
事
務
局
職

員
と
と
も
に
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
八

年
四
月
よ
り
当

セ
ン
タ
ー
初
の

女
性
事
務
局
長

で
あ
っ
た
五
十

嵐
事
務
局
長
が

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
三
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
一
員
と
し
て
、

函
館
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
関

わ
っ
て
い
か
れ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
を
迎
え
て

事
務
局
長
退
任
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献
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年
号
が
変
わ
り「
令
和
」に
。
新
し
い
年

号
に
は
も
っ
と
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
を
期
待

し
て
い
た
。
命
令
・
法
令
・
辞
令
な
ど
、

上
か
ら
目
線
の
管
理
社
会
を
思
わ
せ
る
。

一
瞬
、
現
役
時
代
が
よ
み
が
え
っ
た
。
で

も
長
く
親
し
ん
で
き
た
和
の
字
が
帰
っ
て

き
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
▼
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
過
去
の
元
号
は
中
国
の
古
典
に

由
来
し
て
い
て
今
回
は
初
め
て
日
本
の
古

典
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
万
葉
集
が
典

拠
と
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
万
葉
集
は
天
皇

や
皇
族
貴
族
だ
け
で
な
く
防
人
や
農
民
ま

で
幅
広
い
階
級
の
人
々
が
日
々
の
喜
怒
哀

楽
を
詠
ん
だ
国
民
的
歌
集
で
あ
る
。
そ
う

思
う
と
、
子
供
の
頃
遊
ん
だ
百
人
一
首

が
浮
か
び
、
ま
さ
に
令
和
こ
そ
民
衆
が
主

体
。
我
々
庶
民
が
出
番
の
人
間
味
あ
る
世

の
中
を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
誰

し
も
が
暮
ら
し
や
す
い
幸
せ
な
時
代
を
願

う
と
共
に
、平
和
を
希
求
す
る
世
界
の
人
々

か
ら
も
見
本
と
な
る
こ
と
を
望
み
た
い

▼
我
々
シ
ル
バ
ー
世
代
は
、
昭
和
・
平
成

と
時
代
の
変
化
を
駆
け
巡
っ
て
き
た
。
終

わ
り
よ
け
れ
ば
全
て
良
し
の
た
と
え
。
こ

の
令
和
を
自
身
の
人
生
総
仕
上
げ
の
時
と

し
た
い
も
の
で
す
。�

（
Ｔ
・
Ｔ
）

　

継
続
調
査
に
お
い
て
令
和
元
年
度
も

継
続
さ
れ
た
方
で
、
年
会
費（
二
千
円
）

を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
早
急
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

年
会
費
は
、仕
事
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、五
月
末
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す（
会
費
規
程
第
三
条
）。

　

事
務
局
で
納
入
す
る
こ
と
も
可
能

で
、
そ
の
際
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
納
入
に
つ
い
て

◇
配
分
金
支
払
日
◇

　
五
月
分
　
六
月
二
十
日
㈭

　
六
月
分
　
七
月
十
九
日
㈮

　
七
月
分
　
八
月
二
十
日
㈫

　
八
月
分
　
九
月
二
十
日
㈮

星
田
　
　
俊
さ

ん
（
七
十
六
歳
）

�

11
地
区
2
班　

4
月
13
日

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
六
月
三
日
よ
り
、
事
務
局

の
営
業
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
九
時
よ
り
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

時
間
外
で
は
、
事
務
局
の
電
話
は
留

守
番
電
話
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
入
会
時
に
お
渡
し
し
て
い
る

携
帯
電
話
番
号
は
、
緊
急
時
に
使
用
す

る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

緊
急
を
要
し
な
い
件
は
、
留
守
番
電
話

に
吹
き
込
み
を
す
る
か
、
ま
た
は
翌
営

業
日
に
改
め
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

令和元年
6月 3日より

営業時間
9:00〜17:15

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
資
質
向

上
及
び
就
業
適
正
判
断
の
た
め
、
研
修

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
初
回
は
、
五
月
二
十
三
日

（
木
）に
機
械
除

草
新
人
研
修
会

を
十
一
名
の
希

望
者
を
対
象
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

安
全
に
配
慮

し
た
機
械
除
草

作
業
に
つ
い
て

の
講
話
及
び
実

務
を
行
い
、
そ
の
後
作
業
現
場
の
見
学

を
す
る
こ
と
で
よ
り
実
践
に
対
す
る
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
二
十
八
日（
火
）に
除
草

研
修
会
を
三
十
七
名
の
希
望
者
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
風
も
強
く
、
大
変
な
中
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
根
か
ら
取
る
除
草

の
仕
方
を
説
明
し
、
新
人
会
員
に
は
鎌

の
研
ぎ
方
を
講
義
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
研
修
に
参
加
さ
れ
た
会

員
の
方
は
、
今
回
身
に
着
け
た
知
識
を

基
に
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
度

�
研
修
会
開
催
に
つ
い
て


